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使用教科書
副教材等

第２種電気工事士に必要な知識である部分を正しくしっかり理解できること。
どのようにして電気が作られ、どのようにして安全で安心な電気が届けられているのかを学習しま
す。
グループ学習も導入し、協力して問題に取り組ませることで自信が持てるようにし、次の学習への
意欲を高めていく。その中で主体的に学習を進めていく力がついてほしいと考えています。

電力技術１　新訂版　/　電力技術２　新訂版　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

令和2年度　工業科

観
点
の
趣
旨

電力技術の基礎的
な事項を理解し、そ
の原理・応用につい
て理解できている

か。

電力技術の知識と
技術を活用し、実験
の仮定や分析など
ができているか。

電気基礎、実習で学
んだ知識を活かし、
電力技術について
思考することができ

ているか。
また、その考えを的
確に表現できるか。

電気技術について
関心を高めている

か。
授業全体に主体的
に取り組み、意欲的
な態度であるか。

評
価
方
法

問題プリント
定期テスト

ノートや問題プリント
への記入状況。

グループ学習等にお
ける取り組み方。

ノートや問題プリント
への記入状況。

グループ学習等にお
ける取り組み方。

授業への取り組み
状況や態度。

ノートや問題プリント
の記入状況。

自己評価

・第４章「屋内配線」、第５章「電気法規」について正しくしっかり理解し、安全で安心な電気が供給で
きる知識を習得する。
・電気エネルギーを供給する発電・送電などの電力供給技術などの基礎的な技術を理解し、新しい
発電方法やエネルギー問題に関心を持つことができる。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点



a b c d

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

配
電

配電系統の構成

d：架空配電線路および地中配
電線路の構成と特徴、配電線
路の保護、保安の基本事項に
ついて理解させる。

○

・授業への取り組み状況や態度
・ノートや問題プリントの記入状
況
・自己評価
・定期テスト

3

2

1

・授業への取り組み状況や態度
・ノートや問題プリントの記入状
況
・自己評価
・定期テスト

発
電

発電方式
a：発電方法に関心を持ち、日本
の電力事情を把握し、積極的に考
えることができるようにする。
c：各種の発電方式の特徴を表現
することができる。
d：各発電方法のメリット、デメリッ
トを理解させ、生じる問題点につ
いて考えることができるようにす
る。

・授業への取り組み状況や態度
・ノートや問題プリントの記入状
況
・自己評価
・定期テスト

送
電

水力発電
火力発電

原子力発電
新しい発電方式

送電方式

送電線路

送電の運用

○

○ ○

a：送電系統の構成、送電の電気
方式の特徴、送電電圧などの基
本事項について理解させる。
b：架空電線路に用いる電線、支
持物、がいしの特徴、地中電線路
に用いる電力ケーブルの種類、埋
没方法の種類と特徴について理
解させる。
d：電力を輸送する際に生じる問題
点を理解させ、解決する方法など
を考えることができるようにする。

○

○

〇

評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

その他の電気関係
法規

○

電気事業法規

○屋内配線

屋
内
配
線

12

11

10

9

7

6

5

4

・授業への取り組み状況や態度
・ノートや問題プリントの記入状況
・自己評価
・定期テスト

b：自家用電気設備の構成と関
する法規を理解させる。

○

電
気
に
関
す
る
法
規

a：電気事業関係法および電気
関係法規を理解させ、電気事
業の重要性を考えることがで
きるようになる。

・授業への取り組み状況や態度
・ノートや問題プリントの記入状
況
・自己評価
・定期テスト

自家用電気設備

・授業への取り組み状況や態度
・ノートや問題プリントの記入状況
・自己評価
・定期テスト

b：屋内配線の回路方式、引込
線、分岐回路、配線材料、配
線器具について理解させる。


